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月 山 の 月巨

費

小笠原和夫，太 田 祐

　まえがき　月山は越後山脈の北端にあって山形県のほ

ぼ中央（北緯38035‘）に位し，標高は1980米にすぎ

ないので，特に高山とい弓には当らないが，その南東斜

面の段丘台地に発達する大雪田には，毎年相当量のもの

が万年雪として越年（写眞1）し，これに源泉する立谷

沢川は穀倉庄内の重要な灌澱水源，電力水源となってい

る．

の山の名の出た所以か，ともかく，牛月を伏せたよ5な

形をしている．ここには縦谷の発達がみられず，立谷沢

川も銅山川も，ほぼ相似た源泉をもちながら，いずれも，．

この山を牛円型にとりまいて流れている．標高1400～

1500米には一蓮の大断崖がみられ，立谷沢川を走らせ

ているが，この断崖を上ると山1頁まではなだらかな地形

で，5～6段の段丘を形成し，圏谷（カール）地形（写

　　　　　　　　　　　　　　　眞2）が至るところに

　　　　　　　　　　　　　　　見受けられる．そし

　　　　　　　　　　　　　　　て，これ等の圏谷は広

　　　　　　　　　　　　　　　大な雪田を形。成し，雪

　　　　　　　　　　　　　　　の貯留に大きな地形的

　　　　　　　　　　　　　　役割を演じている．一

　　　　　　　　　　　　　　般に，縦谷の発達した

　　　　　　　　　　1．月山の万年雪（大雪城）

標高1700～1900m，月山大雪城・1454，8，15日．この大雪城の残』雪水量は，
面積（120，000m2）×李均厚さ（2．5m）×密度（0．7）ニ21万トン

に上り，万年雪を形成する．月山には，この種の雪田が7ヵ所に発見される．
消雪跡には安山岩塊が散乱し，カール地形の末端には積雪がほふくした形跡を

示すモレーンが見出される‘ここでは鈴木博士を班長とする高山植物生態の研
穽が進菊られている・　　　　　　　　　　　　　　　　（結城嘉美氏撮）

　降雪は一般に冬季の現象で，気温の低いことが1つの

・条件であるが，気温が極端に低い場合には空気中の水蒸

気含有量が著しく少ないために，酷寒地方ぞは保存性は

彊いが積雪量は極めて小さい．降水量は相似た地理的現

境では，極地方がら温帯地方に進むにつれて急激な増大

を示す．ただ温幣でも南下するほど気温が高くなるので

保存性がなく，かつ雨の機会が多くなる．なお，多雪の

重要条件として，雪をもたらす冬の北西季節風の相当にサ

強いことが挙げられ（第2表），しかも，月山の位置する

越後山肱は・北北卑から南南西への走向を示し，季節風

を直角にろげる配置をとっている．

　地形と積雪　風上の北西（庄内）側は火口の痕跡を止

め，・物すごい断崖を形．成しているが，南東（山形）側は

アスピーテ．と紛う極めておだやかな流線型の地形で，月

14

山の風背面では，雪崩

れで堆積した雪は非常

な厚さにもなるが，月

山の豪雪ほこれではな

いl　lしかも，季節風が

非常に彊い年には，一

定容量の月山の圏谷が

雪で飽和するど，その・

後の雪は更らに低標高

の風下に運搬され，次

から次へと雪庇をつく

り，月山の外堀を形成する銅山川や寒河江川の水源を酒

養する．ともあれ，月山の圏谷積雪を仰ぐ立谷沢川の融

雪水量の，年による変動が非常に少ないことは重要な特

長である．なお，このよ弓な地形のために，月山南東斜

　　を面は積雪測量が比較的容易で，標高400米以高（誕．17

k卑2）の集水の出口には鉄工杜発電所の取入口があり，

毎日9時に流量観測が行われている．月山積雪調査は昭

和28年3月以来毎年継続して今日に至っている．この

弓ち，3月下旬は最深積雪期，5月初旬は1500米以高

の融雪開始期，8月中旬は残雪期に相当する．

’一調査方法　面積が小さく，地形が単純なために，面積

法をとらずに行路法をとっている．積雪深の浅い低標高

地幣では，マウソトローズ型のサソプラー（写眞3）を・

使用しているが，2米以上の積雪深では直径10mmの

”天気”。2・6
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　　　　　2．月山に代表的なカール地形と雪田

1954，5，11日，月山系姥ケ岳（1670）甫西斜面における積
雪分布．積雪深は3～6m，積雪密度は0．4～0．6の細かい
ザラメ．融雪期に入って，かなり：水分が多くなっているが，

輪カンジキは不要である．北東の風上面は雪が少なく，・特
に，尾根筋は消雪して，ハイマツが生気をとり戻しかけてい
る．月山には，このようなカ’一ル地形が随処に発達し，スキ

ーの天国となっている．針先ほどに見える三入の人影（筆者
達）と比較して，雄大さがわかる．　　（太田技師撮）．

つぎたしゾソデを用い，更らに，4m以上のとこ、ろでは

8番鉄線を用いている．積雪深．10m以上の実測には鉄

・線が便利である．積雪水深をみ出すために，代表地点

2～3ヵ所に雪洞をろがち，断面における雪質

を写生すると共に，20cm毎に長さ10cmめ

小型サソプラーを用いて密度を秤量している．

（写眞4）

　月虫の積雪水量　第1表に，1954年と1955

年の何れも3月26．日～27日を中心にして測っ

た月山南東斜面立谷沢川源流34．17km2の高

度別積雪水深と，これに相当面積を乗じた積雪

貯水量を掲げる．このろち，1954年度分につ

いては流量実測値と対照批評を与えて発表（雪

氷第16巻．1955，1）してある．本表によって

見ると，『総積雪貯水量は，1954年が7123万ト

ソ‘（李均降水量2084mm），1955年が9525万

トソ（亭均降水量2790mm）．で，前年比は

134％となっている．第2表酒田における12

～3月の季節風を比較すると，李均風速も暴風

日数も1954～1955年の冬は，1937～1946年の
　　　　　　　　つ
10年亭均値を上廻り，特に，1953～1954年の

冬に較べて季節風の発達が顕著であった．酒田

におげる季籔風の潰長だげで，月山積雪の浩長

を判断するわげには行くまいが，山応の目安に

はなるものと思われる．地形に及ぼす季節風効果の積雪

分布に対する影響は注目に値する．即ちら400～900米1

の低標高では前年比が156％に増大しているのに，900

第1表　月山南東斜面における積雪貯水量（1954，1955　3月26～27日）

海抜高米

400～500
500～600
600～700
700＾ノ800．

800～900
小　計

　　　　　積雲水深（耶均mm）
面積km匂
　　　　　　1954　　　　　　1955

0．45
1．28
2．16
2．75
3．15
9．79

900（ゾ1000

1000’）1100i
1100（ヴ1200　1

1200（げ1300
1300｛ゾ1400　
1400（’1500　i

小　計

4．00
4．83
3．85
2．78
2．08
1．33

18．87

1500’）1600

1600～1700
1700《’1800

1800～1900i
’
1
9 00’・）2000

450
700
900
1100
1350

1600
1800
2050
2250
2500
2800

2．00
1．63
ユ．10

0．58
0．20　1

3600
4550
5450
4250
1100

840
1100
1400
1700
2100

2300
2700
3000
3300
3600
3900

4200
4500
4800
3500
2300

貯水量m3104

小　計

総　計

5．51

34．17

1954　　　　1955

20・3137・8
89．6　1　140．8

194．41302．4
211：1倦ll：1

1955／1954　％

186
157
155
154
156

1032・1．1161010、

640・01920・0
869・411304・1
789．3　、1二L55．0

625．5　1　917．4
520．0　1　748．8
　　　　312．41　518．7

3756．6　 5564．O

720．0

蕪
2謝

12334．唇

　　　　17エ23・2

酒田における

840．0

733．5
528．0
203．0・

46．0
2350．5

9524．5

156

144
150
146
146
144
166

148

117
98
88
82

209
100

134

卒均降7慮盃m
1954

1054

1991

4237

2084

1955

1644

2949

4260

第2表 12～3月の季節風
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～1500米では148％となり，1500～2000米め月山段

丘（圏谷地形）では前年とほぼ同量となっている．これ

には，3月初旬からする低標高地幣の融雪も顧慮さるべ

きであるが，一応の参考資料として提供する．

　月山の積雪密度　第1図に，1955，3月下旬と5月初

旬に測った暦別　　短・目山の礪舘い9“）取5月フ　ー一期
　　　　　　　　　　　　u劇礎触い互朋人畷βきゆ鳥量甘幻　　　　一一・　個恥

の積雪密度を示　　1

す．これは，標　　1二

高1350米，清　ll

川行人小屋付近　　、　　　　．　、　　　　伽　諺

の雪洞で得たも　　　　　　　第1図

のである．4月下旬には，9．40米まで掘り下げ，地表

面に達した．密度0．40といえば，李地では融雪期のザ

ラメ雪の値として相当のものであるが，ここでは，これ

は表暦だげのことで，深さを層すにつれ大きな雪圧を弓

けるために，密度は次第に璽加し，最高0．64となって

いる．融雪開始前で，積雪暦内には水分をふくんでいな

いから，塵か30％の室隙しかないほど語っていること

になる．断面を写生してみると，大部分が細かなザラメ

で，5～20mmの氷板を数多く挾み，特に5米暦を中

心に厚さ55mmに達する大氷暦がみ出された．暴風の

卓越する月山では，風搬堆積する雪片は最初から六華枝

が粉砕され，シマリ或いは細ザラメ化するらしい．それ

故，月山の3月には，新雪の上でも輪カソ．ジキの必要が

ない．雪洞掘りは，全部ノコギリで碁盤目に切りとり，

氷を扱うと同じよろな手邊り搬出ができた．

　密度が大きいために，月山の積雪は，深さの割合に水

量が大きく，かつ，永もちして仲々融げ難い．なお，厚

薄様々な，しかも，50cm厚さ以上の氷板など，ど5し
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4．雪洞内の積
　　雪密度精浦

註）　1955，3，27

日，1935m溝
川行人小屋付近

の谷聞にうがっ

た深さ9．40米
の雪洞断面につ

き，20糎毎に
積雪，密度の精密

測定をした．

スノ酔サンアラ

ーは，匁先内径

3．6cm｛空洞内
　　ヨ
径3．8cm），長

さ10cmの小型
のものを用い，

300　グラムのス

ブリングバラン

スで秤量した．

（附図　月山の

積雪密度を参照
せよ）．

（太田技師撮）

て出来るのか．わたくし蓬の大きな疑問である．而も，

氷板でなくとも，密度の大きな月山の細ザラメは，日量

40～50mm（1955，5乙4）の雨でも，浸透させず1ご，ほ

とんど，みな物すごい流痕を描いて表面を流下させる．

　あとがき　最近20年，わが国の雪氷研究は眞に驚く

べき発達をたどっているが，大自然に直面すると，未解

決 と思われることが仲々多く，特に，融雪出水や雪水資

源の間題には，融雪機構の研究が未だ不充分で，これま

でに実験室で見出した法則を，そのまま当てはめること

は無理なよろである．なお，・水蒸気凝結に俘ろ融雪効果

が非常に大きいので，積算気温（デグリーデーズ）だげ

で融雪量を判断することは難かしく，是非とも気団概念

を導入した一暦精細な検討が必要と痛感された．わたく

し達は，今後釜々実験室との提携を密にし，広く，凡ゆ

る專門家の知識を集めて至難な間題の解決を急ぎたいと

，恵っている．月山の積雪調査は，これまで足溜りがない

ために，雪洞を掘うてテソトを張り，様々の困難を経験

したのであるが，つい先程，標高1350米の清川行人小

屋跡に，秋田営林局月山造林事業所が完成したので，非

常な便宜を得るわげである．標高1200米の姥沢小屋の

両拠点を利用すれば，最早や露営の必要もなく，かつ，

相当の暴風雪におそわれても，少しの不安もない．いず

れ，広く，多くの專門家が相集って，この雪山の総合研

究を実施するよ弓計画したいと考えている．この月に

は・新庄総研の小昂技官（融雪）・釜淵林試の菊斧技官

（含水量）の参加を求め，貴重な資料を得ることが出来

た．これ等は，まとめて，近く雪氷学雑誌に発表するは

ずであるから，十分な批判検討を賜りたい．・、

　　　　（1955，6，10）．　　　一　（山形県庁）

”天気炉2・6


